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市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
24
年
３
月
市
議
会
定
例
会
・
市
長
施
政
方
針
よ
り

市長施政方針

伊
豆
の
国
市
長

　

４
月
か
ら
平
成
28
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
、
市
政
運
営
の
基
本
と
な

る『
第
１
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
』が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、
前
期
基
本
計
画
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
５

年
間
の
計
画
期
間
内
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
３
つ
の
戦
略
と
６

つ
の
基
本
方
針
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
推
進
す
る
５
つ
の
後
期
発
展
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
後
期
基
本
計
画
の
各
種

施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
、総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
東
海
地
震
へ
の
備
え
を
一
層
強
化
し
て
い
く『
市
民

の
安
全
・
安
心
、
防
災
強
化
予
算
』と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
施

設
の
耐
震
化
、
浸
水
対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
重
点
施
策
を
着
実
に
推

し
進
め
る
一
方
、
経
済
対
策
や
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
な
ど
、
本
市
の
発

展
に
不
可
欠
な
施
策
を
積
極
的
に
予
算
化
し
、
後
期
基
本
計
画
の
具
現
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

性
が
低
い
と
見
込
ま
れ
る
21
区
の

公
民
館
の
耐
震
診
断
を
全
額
公
費

補
助
で
実
施
し
、
公
民
館
の
耐
震

化
を
推
進
し
ま
す
。
資
機
材
整
備

事
業
費
な
ど
を
増
額
し
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
情

報
伝
達
網
の
整
備
で
は
、
同
報
無

線
の
戸
別
受
信
機
や
衛
星
携
帯
電

話
機
の
導
入
を
図
り
、
迅
速
か
つ

正
確
に
伝
え
る
情
報
伝
達
体
制
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。
救
護
医
療

の
充
実
で
は
、
災
害
救
急
医
療
用

テ
ン
ト
を
購
入
し
、
災
害
時
の
救

急
医
療
や
ト
リ
ア
ー
ジ
に
活
用
し

ま
す
。
木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成

で
は
、
従
来
の
助
成
に
加
え
、
助

成
額
を
30
万
円
上
乗
せ
し
ま
す
。

浸
水
対
策
で
は
、
準
用
河
川
舟
口

川
や
洞
川
の
改
修
事
業
、
千
歳
樋

管
上
流
部

の
排
水
路

整
備
を
推

進
し
ま
す
。

３
『
健
康
力
の
強
化
』
市
民

の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
、

一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
力
を
育
み
ま
す
。ウ
エ
ル
ネ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
で
は
、
伊

豆
の
国
市
健
康
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
行
い
、市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
対
応
し
た
健
康
づ
く
り
を
図

１
『
市
民
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
力
の
強
化
』
市
民
の

快
適
な
暮
ら
し
の
確
保
を
図
る
施

策
を
優
先
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
住
宅
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
』
を
創
設
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。
こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、

４
月
か
ら
通
院
に
つ
い
て
も
対
象

を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
、
子
育
て

家
庭
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
安

全
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り
で

は
、
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
き
た

教
育
施
設
の
耐
震
化
の
仕
上
げ
と

し
て
、
堀
越
保
育
園
の
移
転
に
伴

う
新
設
保
育
園
の
建
設
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
立
の
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
と
幼
稚
園
・
保
育

園
に
、
毛
布
や
発
電
機
、
簡
易
ト

イ
レ
な
ど
の
備

蓄
用
品
を
配
備

し
、
発
災
時
の

応
急
対
策
を
図

り
ま
す
。

２
『
防
災
力
の
強
化
』
自
助
・

共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
市
全
体

の
防
災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
で
は
、
耐
震

り
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
予
防
・

健
康
増
進
で
は
、各
地
区
で
の
体

操
教
室
、地
区
サ
ロ
ン
を
推
進
し

ま
す
。伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
機
器

整
備
を
支
援

し
、
地
域
医
療

の
充
実
を
図
り

ま
す
。４

『
循
環
力
の
強
化
』
安
全
、

安
心
、
健
康
の
徹
底
を
図

る
た
め
、
資
源
循
環
の
仕
組
み
を

さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。
資
源
循
環

セ
ン
タ
ー
農の

土ど

香か

で
は
、
モ
デ
ル

的
に
一
般
家
庭
か
ら
の
生
ご
み
の

分
別
回
収
を
開
始
し
、
さ
ら
な
る

生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取

り
組
み
ま
す
。
エ
コ
認
証
を
取
得

す
る
際
の
土
壌
診
断
に
対
す
る

助
成
を
行
い
、

安
全
・
安
心

な
農
作
物
の

生
産
拡
大
を

図
り
ま
す
。

５
『
歴
史
資
源
活
用
力
の
強

化
』
先
人
が
残
し
た
歴
史
・

文
化
を
生
か
し
、
郷
土
愛
を
醸

成
し
ま
す
。
韮
山
反
射
炉
の
世
界

遺
産
登
録
推
進
で
は
、
世
界
遺
産

登
録
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
世

５
つ
の
後
期
発
展

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

界
遺
産
推
進
課
を
新
設
し
、
市
民

の
協
力
の
下
、
市
と
し
て
の
包
括

的
な
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
歴
史
文
化
資
産
の
活
用
で
は
、

江
川
坦
庵
公
を
テ
ー
マ
に
し
た『
歴

史
探
訪
坦
庵
フ
ェ
ア
』を
、坦
庵
が

建
造
し
た
品
川
台
場
の
地
で
開
催

し
、
世
界
遺
産

を
目
指
す
韮
山

反
射
炉
を
全
国

に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

１
『
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ

た
、
快
適
な
空
間
の
ま
ち
』

自
然
・
環
境
の
分
野

　

地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
住

宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
者
に
対
し
て
の
補
助
や
、
事

業
所
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認

証
取
得
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
で

は
、
引
き
続
き
生
活
環
境
影
響

調
査
を
実
施
し
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
地
域
の
皆
様
に
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
施
設
の
建

設
場
所
が
早
期
に
決
定
出
来
る

よ
う
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
景

観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

市
内
の
良
好
な
景
観
を
保
全
し

て
い
く『
景
観
計
画
』の
策
定
に

着
手
し
て
い
き
ま
す
。
公
園
整

備
で
は
、
古
奈
湯
元
公
園
の
ト

イ
レ
整
備
や
守
山
西
公
園
の
遊

歩
道
改
修
な
ど
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
施
設
整
備
に
努
め
ま

す
。
旧
伊
豆
箱
根
グ
ラ
ウ
ン
ド

跡
地
の
公
園
整
備
は
、
敷
地
造

成
や
給
排
水
設
備
な
ど
の
工
事

を
行
い
ま
す
。
森
林
整
備
で
は
、

災
害
予
防
の
た
め
に
治
山
工
事

を
３
カ
所
実
施
し
ま
す
。

２
『
生
き
生
き
働
く
、
活
気
に

満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち
』

産
業
・
経
済
・
労
働
の
分
野

　

観
光
振
興
で
は
、『
頼
朝
挙
兵

８
３
０
年
祭
』な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
支
援
し
、
観
光
協
会
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
誘
客
活
動
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
観
光
施
設
整

備
で
は
、
韮
山
山
木
観
光
ト
イ
レ

の
建
設
や
、
ジ
オ
パ
ー
ク
サ
イ
ン

の
設
置
を
行
い
ま
す
。
商
工
振
興

で
は
、
中
小
企
業
者
向
け
融
資
制

度
利
用
者
へ
の
利
子
補
給
や
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
の
支
援
を

行
い
、
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強

化
と
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
企
業
誘
致
で
は
、
企
業
立

地
に
係
る
助
成
制
度
や
ふ
じ
の
く

に
先
端
医
療
総
合
特
区
の
メ
リ
ッ

ト
を
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
の

育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
毘
沙
門
排

水
機
場
の
ポ
ン
プ
増
設
や
洞
川
排

水
機
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

 『
未
来
を
担
う
人
を
育
み
、

豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築

く
ま
ち
』

教
育
・
歴
史
・
文
化
の
分
野

　

学
校
教
育
で
は
、
魅
力
あ
る
学
び

の
場
づ
く
り
と
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
韮
山
南
小
学
校
に
通
級
指

導
教
室
を
開
設
し
、
言
語
・
情
緒

に
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
、
き
め
細
か
な
支
援
を
図
り
ま

す
。
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

扇
風
機
の
設
置
や
、
長
岡
北
小
学

校
の
小
プ
ー
ル
の
増
設
工
事
な
ど
、

教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
で
は
、
生
涯
学
習
講
座
や

公
民
館
講
座
な
ど
73
講
座
の
開
設

を
予
定
し
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
ま
す
。
歴
史
資
源
の
保
存

整
備
で
は
、
煉れ

ん

瓦が

な
ど
の
劣
化
が

進
む
韮
山
反
射
炉
の
修
理
調
査
や
、

韮
山
城
跡
の
整
備
活
用
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

４
『
だ
れ
も
が
す
こ
や
か
、

元
気
に
生
き
る
ま
ち
』　

健
康
・
福
祉
の
分
野

　

成
人
健
康
診
査
で
は
、
集
団
検

診
場
所
を
増
や
し
、
検
診
率
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
こ
ど
も
予
防
接

種
で
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
全
額

公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談

体
制
を
強
化
し
、
迅
速
で
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り

ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
の
悩
み
事
や
育
児
に

関
す
る
相
談
が
気
軽
に
で
き
る
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。
児
童
虐
待

や
Ｄ
Ｖ
対
策
で
は
、
児
童
相
談
や

女
性
相
談
の
で
き
る
相
談
員
を
配

置
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

５
『
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
』

都
市
基
盤
・
生
活
環
境
の
分
野

　

道
路
整
備
で
は
、
23
路
線
の
拡

幅
・
舗
装
改
良
工
事
、
重
要
路
線

の
韮
山
跨
線
橋
の
耐
震
補
強
設
計

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
上
水
道
事

業
で
は
、四
日
町
水
源
築
造
工
事
、

長
瀬
配
水
池
配
水
管
布
設
工
事
な

ど
、
施
設
の
整
備
・
更
新
を
進
め

ま
す
。
下
水
道
事
業
で
は
、
神
島

ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
向
け
た
用
地

取
得
、
江
間
地
区
の
公
共
下
水
道

工
事
、
長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
施

設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
生
活
支

援
バ
ス
事
業
で
は
、
千
代
田
団
地

か
ら
韮
山
駅
の
区
間
で
バ
ス
運
行

を
開
始
す
る
ほ
か
、
今
後
の
市
内

の
公
共
交
通
の
方
向
性
を
定
め
る

『
公
共
交
通
基
本
計
画
』
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。
消
防
体
制
の
充

実
で
は
、
第
９
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
更
新
し
ま
す
。

６
『
み
ん
な
が
主
役
、
明
日

に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち
』

行
政
運
営
・
市
民
参
加
の
分
野

　

広
報
・
広
聴
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
市

政
懇
談
会
や
市
長
へ
の
ま
ち
づ
く

り
ご
意
見
箱
な
ど
、
市
民
の
皆
様

が
市
政
に
参
画
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
寄
せ
ら
れ
た
提
言

や
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
し

て
い
き
ま
す
。
効
率
的
な
行
財
政

運
営
で
は
、
第
２
次
行
財
政
改
革

大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実

な
推
進
を
図
り
、
健
全
な
行
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針

平
成
24
年
度
予
算
決
定

市
民
の
安
全
・
安
心
、

防
災
強
化
予
算

３
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174億6千万円
平成24 年度の一般会計予算額は 174 億 6

千万円で、前年度より 7千万円（0.4％）の
減額となりました。
　新年度は、これまでの治水対策、子育て支援
などの重点課題に加え、防災対策や経済対策、
世界遺産登録の推進などにも積極的に取り組ん
でいきます。

国民健康保険 60 億 8,300 万円
後期高齢者医療 4億 7,330 万円
介護保険 34 億 3,900 万円
楠木及び天野揚水場管理 1,430 万円
簡易水道等事業 5,250 万円
下水道事業 15 億 5,200 万円

■特別会計■   １１６億１，４１０万円

歳　出
1 年間に使うお金

■一般会計■
＊ 一般会計とは、地方公共団体の中心となる会計で、
行政運営の基本的な経費を網羅しています。

歳　入
1 年間に入るお金

収益的
収入 6億 3,565 万円
支出 5億 9,800 万円

資本的
収入 450 万円
支出 6億 5,000 万円

■上水道事業会計■１２億４，８００万円

基　金　名 平成 24年度末
残高見込額

一
般
会
計

財政調整基金 28 億 4,209 万円
減債基金 10 億 8,614 万円
土地取得基金 1億 2,989 万円
福祉対策基金 7,828 万円
自殺予防対策基金 1万円
教育振興基金 4,100 万円
ふるさと水と土基金 2,589 万円
温泉保護対策基金 9,147 万円
収入印紙等購入基金 600 万円

特
別
会
計

国民健康保険
保険給付等支払準備基金 101 万円

国民健康保険
高額医療費資金貸付基金 900 万円

介護給付費準備基金 1億 3,866 万円
介護従事者処遇改善
臨時特例基金 101 万円

楠木及び天野揚水場
管理基金 3,500 万円

合　　計 44 億 8,545 万円

■基金の状況■

問合せ　財務課　
☎ 055-948-1414

■特別会計ほか予算額■
　特別会計、上水道事業会計を合わせた総
額は303 億 2,210 万円で、前年度より約 8
億円（2.7％）の増額となりました。

■市債の状況■

会　計　名 平成 24年度末
残高見込額

一般会計 189 億 1,121 万円
簡易水道等事業特別会計 1億 5,563 万円
下水道事業特別会計 49 億 9,711 万円
上水道事業会計 7億 7,517 万円

合　　計 248 億 3,912 万円

平成 24年度当初予算概要

歳入
174 億
6,000 万円

自

主

財

源

48.5％

県支出金
9億2,496万円 5.3％
地方消費税交付金
4億6,500万円 2.7％

地方譲与税
1億8,700万円 1.1％

ゴルフ場利用税交付金
1億1,000万円 0.6％

自動車取得税交付金
7,100万円 0.4％

その他 6,999万円 0.3％

分担金及び負担金
4億9,894万円 2.9％

使用料及び手数料
2億2,285万円 1.3％

繰越金 5億 2.9％

繰入金 5億9,133万円 3.4％

諸収入 1億2,494万円 0.7％
財産収入 8,457万円 0.5％

存

源

依

財

51.5％

歳出
174 億
6,000 万円

民生費
64億2,124万円
　　　36.8％

総務費
19億6,482万円
　　　11.2％

土木費
20億627万円
　　　11.5％

公債費
17億1,256万円
　　　9.8％

商工費 6億2,642万円
3.6％

農林業費 2億5,352万円
1.4％

議会費 1億8,633万円 1.1％

その他 1億574万円 0.6％

教育費
18億4,953万円
　　　10.6％

６つの基本方針

市民一人あたりの予算35万757 円の使い道

※ 平成24年 3月 1日現在の住民基本台帳人口（49,778 人）で算出
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